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原著論文

スズメダイ科魚類Chromis analisタンポポスズメダイ（新称）と

C. xouthosヒマワリスズメダイの日本における記録と標準和名

Japanese records and standard Japanese names of Chromis analis and C. xouthos (Perciformes: 
Pomacentridae)

岩坪洸樹 1), *・本村浩之 2)

Hiroki Iwatsubo1), * and Hiroyuki Motomura2)

Two yellowish damselfishes (Perciformes: Pomacentridae), 
Chromis analis (Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 1830) 
and C. xouthos Allen and Erdmann, 2005, were confirmed to 
be distributed in Japanese waters on the basis of collected 
specimens and underwater photographs. Detailed compari-
sons of the two species are given in this study, with assess-
ments of standard Japanese names for the two. New standard 
Japanese name, “Tampopo-suzumedai”, is herein proposed 
for C. analis.

Key Words: Chromis albicauda, Yellow chromis, Japanese 
names.

はじめに

スズメダイ科スズメダイ属（Pomacentridae: Chromis）

は，日本国内から32種が報告されている（西山ほ

か，2012；青沼ほか，2013； Iwatsubo and Motomura, 

2013）．Chromis analisはCuvier and Valenciennes 

(1830)によってインドネシアのアンボンから得られ

た1標本（MNHN 8146，体長78.0 mm; Fig. 1）に基

づき，Heliases analisとして記載された．Allen and 

Erdmann (2005)はインドネシアのスマトラ，アチェ

州ウェ島から得られた6標本（体長82.4–92.3 mm）

に基づき，Chromis xouthosをChromis pembaeに近似

する新種として記載した．また，Allen and Erdmann 

(2009)はインドネシアのペニダ島クリスタル湾から

得られた9標本（体長79.6–133.7 mm）に基づき，

Chromis albicaudaをC. analisに酷似する新種として記

載した．その後，Motomura et al. (2010)は水中写真に

基づき，日本国内で初めてC. analisとC. albicauda

を区別して記録した．さらに，岩坪・本村（2010）

は標本に基づき，国内からC. analisとC. albicauda

を報告したが，C. xouthosについて言及していない．

加藤（2011）は日本国内でC. analisと同定されて

いたスズメダイ属魚類に，生時の体部の色彩が異な

る2型を認めた．本研究では国内外の研究機関でC. 

analisと同定・収蔵されている9標本（同種のホロ

タイプを含む）を検討したところ，そのうち6標本

をC. xouthosと同定した．また，岩坪・本村（2010）
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Fig. 1.  Holotype of Heliases analis (MNHN 8146, 
78.0 mm SL) from Ambon, Indonesia. Photo 
by G. Ogihara.
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がC. analisと同定し標準和名ヒマワリスズメダイ提

唱の基準とした標本はC. xouthosであり，C. analis

には適用すべき標準和名がないことが明らかになっ

た．そこで本研究では，C. analisに対して新標準和

名を提唱した．さらに，これまでC. xouthosは，体

色や体型が酷似するC. analisやC. albicaudaとの標

本に基づく形態比較が行われていないため，標本に

基づくそれぞれの種の形態比較を行った．

材料と方法

計数・計測方法はAllen and Erdmann (2005)にした

がった．標準体長は体長と表記した．計測はデジタ

ルノギスを用いて0.1 mm単位まで行い，計測値は

体長に対する百分率で示した．鰓耙数は右体側のも

の，胸鰭は左体側のものを計数した．囲眼部の骨の

名称は，岸本ほか（2006）にしたがった．涙骨上の

鱗列（Preorbital scale rows）は眼窩前縁下方・主上

顎骨間の鱗の横列数，眼下骨上の鱗列（Suborbital 

scale rows）は眼下骨上の鱗の横列数を計数した．

Chromis analis, C. xouthos，およびC. albicaudaの計

数・計測形質はTable 1に示す．なお，標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．

本報告で用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM），神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM），

フランス国立自然史博物館（MNHN），大阪市立自

然史博物館（OMNH），および沖縄美ら島財団総合

研究センター （URM： 元琉球大学理学部海洋自然

科学科所蔵魚類標本） に保管されている．Chromis 

analis，C. xouthos，およびC. albicaudaの鮮時の体

色はそれぞれOMNH-P 34155 (Fig. 2A)，KAUM–I. 

29566 (Fig. 2B)およびKAUM–I. 29605 (Fig. 2C)のカ

ラー写真を参考に比較した．

本研究で用いた標本は以下のとおり．Chromis al-

bicauda（9標本： 体長14.4–143.0 mm）： 詳細は岩

坪・本村（2010）を参照．Chromis analis（3標本：

体長77.6–96.0 mm）： MNHN 8164，Heliases analisの

ホロタイプ，体長77.6 mm，インドネシア・アンボ

ン，1828年，J. R. C. Quoy and J. P. Gaimard； KPM-

NI 35065，体長79.2 mm，インドネシア・スマトラ島，

2013年5月2日，石垣幸二； OMNH-P 34155，体長

96.0 mm，沖縄県西表島船浮湾，2008年5月25日，

水深35–40 m，タモ網，矢野維幾．Chromis xouthos

（6標本： 17.0–117.9 mm）： KAUM–I. 29566， 体長

95.9 mm，KAUM–I. 29567，体長117.9 mm，鹿児島

県三島村硫黄島南側（30°46′32″N, 130°16′43″E），

2010年5月26日，水深10–60 m，タモ網，KAUM魚

類チーム； KAUM–I. 82088，体長111.4 mm，鹿児島

県喜界島北方（28°20′N, 129°57′E），2015年11月17

日，小枝圭太； KPM-NI 4276，体長17.0 mm，伊豆大

島秋の浜，水深35 m，タモ網，1997年11月24日；

KPM-NI 27149，体長18.9 mm，静岡県伊豆半島東岸

伊豆海洋公園，水深30 m，2010年9月29日，高瀬　

歩； URM-P 38214，体長100.6 mm，沖縄県国頭郡

恩納村万座毛，1997年7月5日，吉郷英範．

結果と考察

同定　Allen and Erdmann (2005)はC. xouthosの標

徴として，背鰭が13棘12軟条であること，臀鰭が

2棘11–12軟条であること，胸鰭が18–19軟条であ

ること，尾鰭棘が上下各3本であること，有孔側線

鱗数が16–17であること，鰓耙数が6–7＋19–21であ

ること，体長が体高の1.9–2.0倍であること，およ

び生時と鮮時の体色が，体は金茶色，尾鰭は黄色，

腹鰭は淡い青灰色を呈することと示した．本研究で

用いたスズメダイ属魚類18標本のうちの6標本は，

Allen and Erdmann (2005)が示したC. xouthosの標徴

とおおむね一致したが，背鰭軟条数が10–12である

こと，胸鰭軟条数が18–20であること，有孔側線鱗

数が15–16であること，鰓耙数が6–7＋17–19である

こと，および体長が体高の1.8–2.3倍であることで

若干の差異がある．しかし，Iwatsubo and Motomura 

(2013)では広範囲の産地のChromis notata（202標本：

体長20.4–128.8 mm）とChromis yamakawai（107標

本： 体長18.2–130.8 mm）をそれぞれ調査し，前述

と同様の幅の差異がみられた．また，Allen and Erd-

mann (2005)はインドネシアのアチェ州ウェ島から

のみの標本に基づくが，本研究では日本国内の5産

地から得られた標本に基づく．以上から，これら6

標本とAllen and Erdmann (2005)が示したC. xouthos

との差異は，スズメダイ属魚類内でみられる種内変

異の範囲内であると考えられる．したがって，これ
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ら6標本をC. xouthosと同定した．

スズメダイ属 3種の比較　Chromis analis，C. 

xouthos，およびC. albicaudaは，体高が高く体は丸

みを帯びること，背鰭棘数が13であること，臀鰭

棘数が2であること，上枝鰓耙数が6–7であること，

尾鰭棘が上下に各3本あり尾鰭分枝軟条数が15であ

ること，成魚は生時と鮮時に体色が黄系の色を呈す

ることなどの特徴を共有し，互に酷似する（Fig. 2）．

Chromis albicauda (Fig. 2C)は生時の尾鰭が通常白

色であるものの，周辺環境や体調によって黄色に変

わる場合があり，死後（固定前）も尾鰭が黄色にな

る（岩坪・本村，2010）．一方，C. analisとC. xouthos

Table 1.  Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Chromis analis, C. 
xouthos, and C. albicauda.

C. analis C. xouthos C. albicauda

This study
n＝3

This study
n＝6

Iwatsubo and Motomura (2010)
n＝9

Standard length (SL; mm) 77.6–96.0 17.0–117.9 14.4–143.0
Counts

Dorsal-fin rays XIII, 11–12 XIII, 10–12 XIII, 12
Anal-fin rays II, 10–11 II, 11 II, 12
Pectoral-fin rays 18–19 18–20 19
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
Spiniform caudal-fin rays 3 3 3
Principal caudal-fin rays 15 15 15
Gill rakers 6–7＋20–21n＝2 6–7＋17–19 6–7＋16–19n＝6

Tubed lateral-line scales 15–17n＝2 15–16 17–18n＝8

Preorbital scale rows 1＋2 1＋2n＝3 4–5n＝6

Suborbital scale rows 1 1n＝4 1–2n＝6

Measurement (％ SL)
Body depth 49.6–51.1 (50.5) 44.4–56.7 (50.8) 49.5–54.2 (51.6)
Body width 14.7–18.0 (16.8) 13.5–20.9 (18.1) 17.9–20.1 (19.5)
Head length 30.8–32.0 (31.6) 28.6–38.2 (32.5) 30.1–45.8 (33.8)
Snout length  8.0–8.3 (8.2) n＝2  4.2–8.4 (7.4)  6.8–9.1 (8.2)
Orbit diameter 11.2–11.9 (11.5)  9.2–16.4 (12.0)  9.5–17.4 (12.2)
Interorbital width 11.2–11.7 (11.5) 11.3–12.6 (11.8) 11.0–15.3 (12.1)
Caudal-peduncle depth 14.1–14.8 (14.6) 14.0–15.3 (14.6) 13.8–18.1 (14.9)
Caudal-peduncle length 12.2–16.0 (13.8)  9.2–13.8 (11.7) 11.1–15.3 (13.1)
Upper-jaw length  9.7–10.2 (10.0)  9.7–11.1 (10.2)  8.9–16.0 (10.7)
Pre-dorsal-fin length 43.2–44.5 (43.7) 41.7–47.6 (44.2) 40.9–51.4 (43.2)
Pre-anal-fin length 71.8–74.2 (73.1) 65.6–73.9 (68.6) 64.7–74.6 (70.3)
Pre-pelvic-fin length 40.6–47.6 (44.6) 42.2–44.8 (43.5) 42.1–52.1 (44.8)
Dorsal-fin base length 59.0–61.6 (60.3) 52.4–61.7 (58.2) 53.5–63.6 (59.1)
Anal-fin base length 22.7–23.1 (22.9) 20.9–22.4 (22.0) n＝4 21.0–24.7 (23.2)
Pectoral-fin length 31.4–36.3 (33.7) 29.1–35.0 (31.8) 27.7–32.8 (31.1) n＝8

Pelvic-fin soft ray length 24.5–29.8 (27.1) n＝2 25.4–27.1 (26.1) n＝4 24.2–35.4 (28.8)
Pelvic-fin spine length 15.4–19.9 (18.4) 14.3–17.1 (16.1) 14.6–18.9 (16.7)
1st dorsal-fin spine length  8.0–8.8 (8.4)  5.1–8.2 (6.5)  6.3–11.1 (7.9)
2nd dorsal-fin spine length 11.3–12.2 (11.9)  7.7–10.9 (10.0)  9.7–16.7 (12.4)
7th dorsal-fin spine length 17.5–19.4 (18.8) 14.1–17.6 (15.9) 14.6–18.6 (17.3)
Last dorsal-fin spine length 13.9–14.9 (14.3)  7.4–14.0 (11.7)  9.0–14.6 (12.4)
Longest dorsal-fin soft ray length 20.1–20.5 (20.3) n＝2 18.5–23.8 (21.3) 19.5–23.0 (21.2) n＝6

1st anal-fin spine length  8.8–10.4 (9.3)  5.3–7.6 (6.4)  5.6–9.2 (7.2)
2nd anal-fin spine length 24.6–28.1 (26.4) 14.8–20.6 (18.9) 15.1–23.0 (18.4)
Longest anal-fin soft ray length 22.9–24.6 (24.0) 18.0–20.6 (19.4) 18.7–22.6 (20.3) n＝8

Caudal-fin length 30.8 n＝1 30.4–40.2 (34.3) 25.7–34.5 (31.5) n＝6

Caudal-fin concavity 13.9 n＝1 14.7–18.5 (15.9)  9.9–16.1 (13.6) n＝6
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の尾鰭は，生時，死後ともに黄色で，白色に変化する

ことはない（Figs. 2A–B, 3–4）．また，C. albicaudaは

涙骨上の鱗列が4–5 (vs. C. analisとC. xouthosではそれ

ぞれ1–2)，眼下骨上の鱗列が1–2 (vs. 1)，であること

でも識別される（本研究；Allen and Erdomann, 2009）．

Chromis analis (Figs. 2A, 3)とC. xouthos (Figs. 2B, 4)

は，涙骨上の鱗列が1–2，眼下骨上の鱗列が1である

こと，胸鰭軟条数が18–19であること，生時は通常

尾鰭が黄色で，腹鰭が淡い青灰色を呈することなど

の特徴を共有する．しかし，C. analisはC. xouthos

と比較して，胸鰭基底上端がわずかに黒味がかるこ

と（vs. C. xouthosでは瞳とほぼ同大の黒色斑がある），

肛門が黒色（vs.体腹面の色彩と同色），生時に背鰭

棘部が一様に黄色であること（vs.先端が赤味がか

る），幼魚は生時に体が緑色がかった灰色であるこ

と（vs.黄色），成魚は生時と鮮時に黄色味を帯びた

茶色または橙色であること（vs.金茶色），背鰭・臀

鰭棘が長く，体長に対する割合が背鰭第1棘では

8.0–8.8％ (vs. 5.1–8.2％ )，背鰭第2棘では11.3–12.2％ 

(vs. 7.7–10.9％ )，背鰭第3棘では15.5–17.3％ (vs. 12.5– 

15.3％ )，臀鰭第1棘では8.8–10.4％ (vs. 5.3–7.6％ )，

臀鰭第2棘では24.6–28.1％ (vs. 14.8–20.6％ )，臀鰭

最長軟条が長く，体長に対する割合が22.9–24.6％ 

(vs. 18.0–20.6％ )などの形質によって識別される

(Table 1, Figs. 2A–B, 3–4)．

水中写真による記録　Allen (1991: 238, fig. as C. 

analis)，Kuiter and Tonozuka (2004: 390, upper fig. as 

C. analis)，Motomura et al. (2010: fig. 297)，加藤（2011：

ヒマワリスズメダイ），およびAllen and Erdmann 

(2012: 577, left fig. as C. analis)は，胸鰭基底上端に瞳

とほぼ同大の黒色斑があること，背鰭棘部先端が赤

味がかること，幼魚は体が黄色であること，および

成魚の体が金茶色であることからC. xouthosと同定

された（本研究）．また，Kuiter and Tonozuka (2004: 

390, under two figs. as C. analis)，加藤（2011：ヒマワ

リスズメダイタイプ2），およびAllen and Erdmann 

(2012: 577, right fig. as C. analis; 587, fig. as C. xouthos)

は，胸鰭基底上端がわずかに黒味がかること，背鰭

棘部が一様に黄色であること，幼魚の体が緑色が

かった灰色であること，および成魚の体が金茶色で

あることからC. analisと同定された（本研究）．

分布　日本国内では，C. analisは八重山諸島西表島，

C. xouthosは伊豆大島，伊豆半島東岸，大隅諸島硫黄

島，奄美群島喜界島，および沖縄島から標本に基づ

き確認された．また，C. xouthosは伊豆諸島八丈島

（加藤，2011: 56, figs. as C. analis）と大隅諸島屋久島

（Motomura et al., 2010: fig. 297）から，水中写真に基づ

く記録がある．加藤（2011）は標本や水中写真を示し

ていないが，西表島に両種が分布することを記述した．

日本国外において，C. analisはフィリピンのセブ

Fig. 2.  Color photographs of fresh specimens of three 
yellowish Chromis recorded from Japanese 
waters. A, Chromis analis from Yaeyama Islands, 
Japan (OMNH-P 34155, 96.0 mm SL). Photo 
by T. Suzuki; B, Chromis xouthos from Osumi 
Islands, Japan (KAUM–I. 29566, 95.9 mm SL); 
C, Chromis albicauda from Osumi Islands, Japan 
(KAUM–I. 29605, 143.0 mm SL).
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島とルソン島（加藤，2011），インドネシアのアン

ボン島（Cuvier and Valenciennes, 1830），スマトラ島

（本研究），バリ島（加藤，2011; Allen and Erdmann, 

2012: 577, left fig. as C. analis），フローレス島（Kuiter 

and Tonozuka, 2004: 390, upper fig. as C. analis），およ

びオーストラリアのグレートバリアリーフ（Allen, 

1991, 238, fig. as C. analis）から記録がある．一方，

C. xouthosは，フィリピンのセブ島（加藤，2011），イ

ンドネシアのウェ島（Allen and Erdmann, 2005, 2012: 

577, right fig. as C. analis; 587, fig. as C. xouthos），バリ

島（加藤，2011），およびフローレス島（Kuiter and 

Tonozuka, 2004: 390, under two figs. as C. analis）から記

録がある．なお，フィリピンのセブ島とインドネシア

のバリ島で両種は同所的に出現する（加藤，2011）．

標準和名の検討　岩坪・本村（2010）はコガネス

ズメダイと同定されていた日本産の12標本を調査し

た．そのうち9標本をC. albicaudaに同定し，日本国

内において長らくコガネスズメダイと同定されてい

た種はC. albicaudaであることを確認した．さらに，

同著者らは大隅諸島硫黄島産の1標本（KAUM–I. 

29566, 体長95.9 mm）に基づき新標準和名ヒマワリ

スズメダイを提唱した．本研究では，岩坪・本村

（2010）がC. analisと同定した日本産3標本と同種

のホロタイプに加え，日本国内の研究機関に所蔵さ

れているC. analisと同定された5標本を調査した．

その結果，9標本のうち6標本をC. xouthosに再同

定した．さらに，標準和名ヒマワリスズメダイの基

準とされた標本はC. xouthosであることが明らかに

なった．したがって，C. xouthosに適用すべき標準

和名をヒマワリスズメダイとする．一方，C. analis

Fig. 3.  Underwater photographs of Chromis analis. A, adult, Luzon, the Philippines. Photo by S. Kato; B, juvenile, Bali, 
Indonesia. Photo by S. Kato.

Fig. 4.  Underwater photographs of Chromis xouthos. A, adult, Hachijo-jima island, Izu Islands, Japan. Photo by S. Kato; 
B, juvenile, Hachijo-jima island, Izu Islands, Japan. Photo by S. Kato.
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に適用すべき標準和名は提唱されていないため，西

表島産の1標本（OMNH-P 34155，体長96.0 mm：

Fig. 2A）に基づき，新標準和名タンポポスズメダ

イを提唱する．新標準和名は，橙色系や黄色系の体

色と丸みを帯びた体型がタンポポ類の頭状花序を連

想させることに因む．
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